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精密に決定した。その結果、H 2 O-NaCl 系流体と橄欖石との二面角は、わずか１～数 wt.％




説明できる可能性がある。スラブ流体には、NaCl 成分のほかに CO 2 成分が含まれる。本博
士論文では、マグネサイトが安定化する条件では流体中の CO 2 濃度が低く保たれ、また高
圧下では橄欖石の溶解度が上昇するため二面角は 60°よりも小さくなることが示された。
H 2 O-NaCl-CO 2 系においても二面角に対する CO 2 の寄与は小さく、H 2 O-NaCl 系で提案された
沈み込み帯の水循環モデルが成立することが示された。さらに本研究において、Huang 
Yongsheng はピストンシリンダー型高圧発生装置を用いて、組織平衡に達したマントル橄
欖岩の電気伝導度をマントル最上部に相当する高温高圧条件下で測定し、Archie 則が良く
成立することを示した。以上の橄欖岩―流体系の岩石組織と流体輸送特性、電気伝導度に
関する一連の研究成果は、沈み込み帯における流体循環に関する理解を大きく前進させ、
Huang Yongsheng が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
を示している。したがって，Huang Yongsheng 提出の博士論文は，博士（理学）の学位論
文として合格と認める。 
